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日本の理数教育があぶない 

編者：松田 良一, 正木 春彦 

秋山 仁 (分担執筆：165-178 ページ) 

監修者：高等教育フォーラム 

出版年： 1998 年 

発行所： 学会センター関西 

総頁数： 352 ページ  
解説：いま理科系学生に異変が起きている！医学や生命科学を志す学

生の中に高校で生物を学んでない者がいる！理工系の学生の中に高校

で物理を学んでない者がいる！その原因は平成 6 年度の高校入学者か

ら新カリキュラムが施行され、「理科 4 領域 13 科目のうち 2 領域 2 科

目以上選択させる―残り 2 領域は全く履修しなくても良い」ようにな

ったことにある。(“はじめに”より抜粋) 

私の教育観 

学研『教育ジャーナル』編集部編 

出版年： 2000 年 

発行所： 学習研究社 

頁数：  399 ページ 
解説：―日本の教育を再生させるために― 
秋山仁、江崎玲於奈、金田一晴彦、俵万智など 37 人が第一章「学校教

育」、第二章「家庭教育」、第三章「社会教育」で教育観を語っている。 

危機に立つ日本の理数教育 

監修者：高等教育フォーラム 

編 者：松田良一 

出版年： 2005 年 

発行所： 明石書店 

頁数：  346 ページ 
解説：「学力低下」問題はここにある!  
各分野の第一人者が分析する「理数力低下」の構造。 
1999 年 12 月に開催された「高等教育フォーラム」のシンポジウムの 
講演記録をもとに、秋山仁、布村幸彦、立花隆、菱村幸彦ほか 33 名の各 
講演者に執筆いただいた原稿をまとめたものです。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4762229075/ekakinscribbl-22/ref=nosim/
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秋山仁の 教育羅針盤 

著者： 秋山 仁 

出版年： 2017 年 

発行所： 信濃毎日新聞社 

総頁数： 267 ページ 
 

解説：信濃毎日新聞社の教育リレーコラム「コンパス」に 2005 年 5 月から連載を始めた記事がま

とめられ書籍化された。教育の問題は決して学校の中だけの問題ではない。社会的な出来事の背

後に目を向けると教育に起因している問題がほとんどなのである。一般に日本では多くの人が

「学力」とは偏差値の高い学校に合格するための、受け身型、知識注入型の受験学力程度にしか

考えていない。しかしそれがこれからの時代を生きる若者たちの知的能力を培っているとは思え

ない。単なる受験対策のための勉強ではなく、どういう学びをし、どういう知的能力を育んでゆ

くべきか私見を述べ、それが読者の方々が考える契機になればと思う。各回批判だけに留まらず、

羅針盤を意識してささやかながらも提言を付すように努めてきた。人間の教育観にはその人の幸

福観が如実に反映される。すなわち希望を語らずして教育は語れない。本書を手に取っていただ

いた方々と一緒に、教育と子供たちの未来について考えたい。 

 

 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 

   
        
 
     
  

【書評】現代化学 2017 年 10 月号 PICK UP 
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【書評】信濃毎日新聞 2017 年 6 月 27 日 
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技術者論理                        
グローバル社会で活躍するための異文化理解 

監修：秋山仁、森野数博 

編集：藤本義彦、木原滋哉、天内和人 

出版年： 2018 年 

発行所： 実教出版株式会社 

総頁数： 222 ページ 

 

 

解説：現代社会はヒト・モノ・カネ・情報が国境の枠を超えて行き交うようになり、地球を一つの

単位とするグローバルな社会が形成されている。そして技術者も世界で活躍できるグローバル・

エンジニアになることを求められている 。本書は 4部構成である。 

第１部ではグローバル社会の中で異文化理解を踏まえたコミュニケーション力のスキルの向上に

ついて。 

第２部では世界の各地域の歴史的文化的背景の理解と異なる文化や風習の壁を乗り越えた人間関

係を構築する態度の形成について。 

3 部ではグローバル・エンジニアが持つべき職業意識や倫理、法の知識の理解について。 

4 部ではグローバル社会に関する知識と理解をさらに深めグローバル社会における課題をグロー

バル・エンジニアとして市民として解決できる能力の向上について。  

 本書はグローバル・エンジニアを目指す方々にとって次の一歩を進める上で大きな助けとなるで

あろう。本書を手に取った技術者の方々が実り多い人生を手にされることを願って止まない 。 
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ドミニカ共和国  

数学教育支援プロジェクト 第 I期終了活動報告書 

著者： 東京理科大学 秋山 仁, 山口康之 

出版年： 2017 年 

発行所： 東京理科大学理数教育研究センター 秋山研究室 

総頁数： 73 ページ 

 

ドミニカ共和国 

数学教育支援プロジェクト 第 II期活動報告書 

著者： 東京理科大学 秋山 仁, 山口康之 

出版年： 2018 年 

発行所： 東京理科大学理数教育研究センター 秋山研究室 

総頁数： 62 ページ 

 

解説：1492 年にコロンブスによって発見された島がドミニカ共和国である。この国はカリブ海に浮か

ぶ南国の楽園である。2017 年から 3 年計画でこの国の子供たちに算数や数学の面白さや有用性を伝

える数学プロジェクトが始まった。ドミニカでは 2016 年にダニロ・メディーナ大統領が再選され、

人材育成・教育改革・教員の資質向上等を重点に置いた政策をあげた。その折、駐ドミニカ日本国

大使牧内博幸氏が、科学技術の振興によって国を発展させてきた実績のある日本は理数系教育を要

とした人材育成に関し何か貢献できるのではないかと考えられた。これが今回の数学プロジェクト

の始まりである 。本書はその数学教育支援プロジェクトの第 I 期（2017 年度）の活動報告書である。 

解説：1492 年にコロンブスによって発見された島がドミニカ共和国である。この国はカリブ海に

浮かぶ南国の楽園である。2017 年から 3 年計画でこの国の子供たちに算数や数学の面白さや有用

性を伝える数学プロジェクトが始まった。ドミニカでは 2016 年にダニロ・メディーナ大統領が再

選され、人材育成・教育改革・教員の資質向上等を重点に置いた政策をあげた。その折、駐ドミ

ニカ日本国大使牧内博幸氏が、科学技術の振興によって国を発展させてきた実績のある日本は理

数系教育を要とした人材育成に関し何か貢献できるのではないかと考えられた。これが今回の数

学プロジェクトの始まりである 。本書はその数学教育支援プロジェクトの第 II 期（2018 年度）

の活動報告書である。 
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